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たまきたまき武光武光
たけ  みつ

たまき武光ブログ
　日本共産党沖縄県委員会HP

八重瀬町港川生まれ、具志頭中・
糸満高校・沖縄国際大学卒業。
具志頭村議・八重瀬町議・
港川漁業協同組合長などを歴任。
現在 :県議１期。党県議団副団長。
議会運営委員。土木環境委員。
公共交通ネットワーク特別委員会委員。

オール沖縄

わったぁ代表・オール沖縄の県議

県
知
事
　

  

玉
城
デ
ニ
ー

　
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
強
化
、県
民
生
活
応
援
第
一
、農
業
・

畜
産
・
漁
業
・
地
元
企
業
の
支
援
と
新
基
地
ス
ト
ッ
プ
へ

玉
城
デ
ニ
ー
知
事
を
支
え
、全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

地
元
・
八
重
瀬
町
の
み
な
さ
ん
の
温
か
い
チ
ム
グ
ク
ル
と

保
革
を
超
え
た
お
力
で
、私
・
た
ま
き
武
光
を

引
き
続
き
、県
政
で
働
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

県
民
一
丸
と
な
っ
て
乗
り
こ
え
よ
う

　「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い 

沖
縄
ら
し
い
優
し
い
社
会
」

づ
く
り
、平
和
で
安
心
し
て
く
ら
せ
る
豊
か
な
沖
縄
へ

オ
ー
ル
沖
縄
の
大
黒
柱
、た
ま
き
県
議
が
必
要
で
す
。

八
重
瀬
町
民
の
み
な
さ
ん
の
お
力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。

国
は
自
粛
と
一
体
の
補
償
を
原
則
に

　
　
　

 　

あ
ら
ゆ
る
支
援
対
策
を　

オール沖縄・玉城デニー知事をしっかり支える

たまき武光を町民の力で県政へ
立場をこえて、私たちも応援します

絆

元具志頭村長・後援会長
　　宇座徳幸

元県議  平仲善幸 元町議  知念則夫

酪農家  新里菊也
ウミンチュ  玉城勇二

同級生  玉寄幸子
保育士  川武圭介

元教員  大城文秀

町議 神谷清一　           町議 神谷信夫    　 南城市長 瑞慶覧長敏　 

新型コロナの影響で酪農家や
農家の影響は深刻です。真っ先
に、実情調査にきたたまき武光
さんに期待します。

私心なく、いつもみんなのた
めがんばっているたまき議
員は、同級生の誇りです。私 
たち同級生もがんばります。

大事な海と漁業を守れるのは
ウミンチュの心がわかるわっ
たぁ代表・たまき武光さんで
す。みんなで応援しています。

八重瀬町の誇りと尊厳がか
かっています。義弟たまき武
光を保革をこえた地元の力
で押し上げてください。

基地推進の自民代表に負けら
れません！ 平和で誇りある豊
かな沖縄へ、玉城知事を支える
オール沖縄のたまきさんです。

戦後７５年、沖縄戦をくり返
させないためにも、命どぅ宝
･反戦平和、沖縄の心をつら
ぬくたまきさんが必要です。

たまき武光県議には、県独自
の市町村障がい児補助事業を
創設してもらいたい。

子や孫が安心して暮らせる
沖縄、平和な沖縄づくりへ、
信念つらぬくたまきさんに
ぜひ、お力お貸しください。

                   町議 ――「辺野古米軍基地建設のための埋立ての賛否を問う県民投票」
で示された八重瀬町民の 75％の反対票の意思を否定し、「米軍普天間飛行場の辺野古
移設を促進する意見書」を町議会に提案し採択（2019年6月）。地方自治と民主主義、
町民の民意を平気で踏みにじっています。高い国保税の値上げにも２年連続賛成です。
これが「皆様の声をしっかりと受けとめます」と宣伝する自民党の町議の実績です。
全県で初めて公立保育所を廃止した時は担当課長でした。町民いじめも許せません。

新基地建設、消費税１０％、年金削減、９条改憲、桜を見る会、カジノ汚職、公選法違反、沖縄いじめ…

安倍政権、もう許せない！  あなたの怒り、思いを
安倍政治とキッパリ対決するたまき武光へ
安倍政権いいなりの自民の人では、町民意思も否定、くらしも大変！

自民党の町議 
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新
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光
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八重瀬の代表 たまき武光
―― 港川漁協組合長・村議・町議・県議を務め、町民のために全力投球 ――  

県
民
投
票
で
新
基
地
反
対
の
町
民
・
１
万
１
６
４
人（
７
５
％
）の
思
い ―

平
和
で
誇
り
あ
る
豊
か
な
沖
縄
づ
く
り
へ
奮
闘 

た
ま
き
武
光

玉
城
デ
ニ
ー
知
事
を
支
え
る
大
黒
柱

沖
縄
戦
で
住
民
の
２
人
に
ひ
と
り
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
た
八
重
瀬
町 ―

　

「
戦
争
す
る
国
づ
く
り
」進
め
る
安
倍
政
権
打
倒
へ
全
力 
た
ま
き
武
光

玉
城
県
政
が
１
７
２
億
円
の
緊
急
対
策
費

住
民
の
声
を
届
け
、県
政
を
動
か
し
、要
求
を
実
現

住
民
と
力
あ
わ
せ
、豊
か
な
実
績

命
ど
ぅ
宝
「
沖
縄
の
心
」
つ
ら
ぬ
く

地
元
に
役
立
つ
た
ま
き
を
必
ず
県
政
へ

たけ  みつ

行動力オール沖縄信 念実行力

　

た
ま
き
県
議
は
、
す
ぐ
影
響
調
査
を
行

い
、
党
県
議
団
で
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

か
ら
県
民
の
命
・
健
康
・
く
ら
し
・
経
済
・

雇
用
を
守
る
た
め
に
、
玉
城
知
事
へ
緊
急

対
策
を
申
し
入
れ
、
１
７
２
億
円
余
の
補

正
予
算
を
編
成
さ
せ
、
支
援
対
策
を
強
化

◉ 

苦
境
に
陥
っ
て
い
る
事
業
者
・
個
人
に
対
し
て
、緊
急
に
直
接
支
援
を
行
う
こ
と
。

◉ 

働
く
人
の
生
活
と
雇
用
を
守
る
こ
と
。雇
用
調
整
助
成
金
補
助
率
10
分
の
10
へ
引
き
上
げ
、

　 

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
や
非
正
規
労
働
者
に
も
一
般
労
働
者
と
同
水
準
の
所
得
補
償
を
。

◉ 

無
利
子
融
資
の
拡
充
、税
・
社
会
保
険
料
の
減
免
、固
定
費
へ
の
直
接
助
成
。

◉ 

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
中
止
に
と
も
な
う
必
要
経
費
の
補
填
。

　新基地建設反対の行動
に、いつも先頭で誠実に
頑張っているたまき武光
さん。オール沖縄の大黒
柱として信頼していま
す。応援しています。

　

町
民
・
県
民
の
民
意
を
踏
み
に
じ
っ
て
、
新
基
地
建

設
を
強
行
す
る
安
倍
自
公
強
権
政
治
は
許
せ
ま
せ
ん
。

　

新
基
地
阻
止
へ
、
玉
城
知
事
を
支
え
る
大
黒
柱
が
島

ぐ
る
み
八
重
瀬
の
会
共
同
代
表
・
た
ま
き
県
議
で
す
。

保
革
を
こ
え
た
力
で
県
政
に
押
し
上
げ
、
国
政
で
「
建

白
書
」
を
実
現
す
る
野
党
連
合
政
権
を
つ
く
り
、
平
和

で
豊
か
な
沖
縄
、
希
望
と
安
心
の
沖
縄･

日
本
を
ご

い
っ
し
ょ
に
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　島ぐるみ八重瀬の会
　　沖本富貴子

　　　　　3月５日
　玉城県知事に緊急対策申し入れ

玉城デニー
後援会会長
呉屋守將
　オール沖縄でぶれない
たまき武光さんを必ず県
政に押し上げましょう。

　

戦
後
７
５
年
、
戦
争
で
肉

親
を
失
っ
た
町
民
の
悲
し
み

は
癒
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。悲
惨
極
ま
る
体
験
と
犠

牲
を
強
い
ら
れ
た
沖
縄
戦
を

繰
り
返
さ
せ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。た
ま
き
県
議
は
、
命
ど
ぅ

宝
・
反
戦
・
平
和
の
「
沖
縄

の
心
」で
、
基
地
の
な
い
平
和

な
沖
縄
づ
く
り
へ
の
信
念
を

◉
３
０
億
円
の
子
ど
も
の
貧
困
対
策
基
金
創
設
。

◉
返
済
不
要
の
奨
学
金
実
現
。

◉
子
ど
も
通
院
医
療
費
就
学
前
ま
で
窓
口
無
料
化
。

　

入
院
医
療
費
無
料
化
を
中
学
校
３
年
ま
で
拡
大
。

◉
ひ
と
り
親
家
庭
の
高
校
生
の
バ
ス
無
料
化
。

◉
学
校
ク
ー
ラ
ー
設
置
、ト
イ
レ
洋
式
化
を
促
進
。

◉
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
増
員
。

◉
学
校
や
公
的
施
設
へ
学
童
保
育
所
設
置
。

◉
農
産
物
の
輸
送
費
補
助
。

◉
漁
業
生
産
額
が
８
年
連
続
増
加
。

◉
港
川
漁
港
・
荷
さ
ば
き
整
備
、製
氷
施
設
設
置
。

◉
県
漁
連
卸
売
市
場
の
糸
満
漁
港
へ
の
移
転
。

◉
生
活
困
窮
者
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
創
設
。

◉
県
子
ど
も
の
権
利
を
尊
重
し
虐
待
か
ら
守
る
社
会
づ
く
り
条
例
制
定
。

たまき武光無料生活相談所 ☎８８９ー８５１０
相談所：南風原町字照屋305-1（コーポ大照1F）

「平和の礎」刻銘者数 2019年度
沖縄県　　　 １４９，５２９
県外都道府県　 ７７，４４８
外国             　１４，５８９
　合　計　　 ２４１，５６６
旧東風平町　　    ４，７４９
旧具志頭村　　    ２，７０３
八重瀬町計　　    ７，４５２  

新
型
コ
ロ
ナ
問
題  

町
民
・
県
民
と
一
丸
で
が
ん
ば
る 

た
ま
き
武
光

農
畜
水
産
・
飲
食
・
観
光
関
連
業
者
、労
働
者
な
ど
へ
の
支
援
強
化 ―

※

新
型
コ
ロ
ナ
問
題
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、２
４
時
間
対
応
の
県
の
電
話
相
談
窓
口
へ 

☎ 

８
６
６
ー
２
１
２
９　

　
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ 

マ
キ
テ
ィ 

ナ
イ
ビ
ラ
ン
ド
ー

※お困りごとはお気軽にご相談ください

親
身
な
無
料
生
活
相
談
活
動
で
住
民
の
苦
難
解
決
に
尽
力―

身
近
な
相
談
相
手

さ
せ
ま
し
た
。日
本
共
産
党
は
、
緊
急
提

言
と
提
案
を
発
表
し
、
国
に
も
、
八
重
瀬

町
に
も
申
し
入
れ
、
赤
嶺
衆
院
議
員･

た

ま
き
県
議
、
町
議
を
先
頭
に
、
左
記
の
直

接
支
援
拡
充
な
ど
、
国
の
責
任
で
の
抜

本
的
対
策
強
化
を
求
め
て
い
ま
す
。

つ
ら
ぬ
い
て
い
ま
す
。

　

自
衛
隊
海
外
派
兵
、
憲
法

９
条
改
悪
、
戦
争
で
き
る
国

づ
く
り
、
軍
事
大
国
化
を
加

速
し
て
い
る
安
倍
自
公
政
権

を
打
倒
し
、
平
和
と
人
権
、
生

活
の
向
上
の
た
め
、
憲
法
を

守
り
生
か
す
新
し
い
政
治
＝

野
党
連
合
政
権
の
実
現
へ
、

全
力
を
尽
く
し
て
い
ま
す
。

―― 主な実績 ――

沖
縄
県
議
選
挙　

５
月
２
９
日
告
示　

６
月
７
日
投
票
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